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北上山地の前期白亜紀火成岩類のジルコンU-Pb年代の特徴
Zircon U-Pb ages of Early Crataceous igneous rocks in the Kitakami Mauntains, Japan
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地球型惑星の中で地球だけに多量の花崗岩質大陸地殻が存在することは，惑星としての地球の大きな特徴であり，花
崗岩質大陸地殻の形成機構を明らかにすることは，地球の進化過程の解明に通じる重要な研究課題である．初生的な大
陸地殻物質の代表としてアダカイトがあるが，アダカイトの成因やその上昇機構については未解決の問題も多く，それ
らの成因を明らかにすることは岩石学的に重要な意義を持つ (Moyen and Martin, 2012)．北上山地の前期白亜紀火成岩類
は，様々なアダカイト質岩の産出で特徴づけられ，アダカイト研究に重要な位置を占める．多様なアダカイト質岩の成
因を明らかにするためには，それらの年代学的検討からその時空変遷を明らかにすることは極めて重要である．本報告
では，北上山地の前期白亜紀火成岩類のジルコンU-Pb年代と岩石化学における情報を総括し，それらの特徴を説明可能
なテクトニクスについて議論する．
　土谷ほか (2015)は，アダカイト質花崗岩類とそれ以外の火成岩類の 13岩体 22試料について，ジルコンU-Pb年代を

新たに報告した．その結果，アダカイト質花崗岩体東列のもの (127～118 Ma)よりも西列のもの (119～113 Ma)の方が若
いことが明らかとなった．また東列のアダカイト質花崗岩についてみると，階上岩体 (126～125 Ma)から高瀬岩体 (118
～117 Ma)まで，北から南に年代が若くなる傾向が認められた．アダカイト質花崗岩類以外の深成岩類と岩脈類では，大
浦，一戸，姫神，気仙川のカルクアルカリ～ショショナイト質の花崗岩類および斑れい岩類，さらには岩脈類の高 Sr安
山岩のいずれもが，128～124 Maの狭い範囲に収まることが明らかとなった．岩脈類のうちの高 Mg安山岩の年代は明
らかではないが，深成岩類による接触変成作用の影響が普遍的に認められることから，高 Mg安山岩の活動もこの頃に
は始まっていた可能性が高い．以上のことから，北上山地の 128～124 Maの火成活動では，広い範囲に様々な化学組成
のマグマが同時に活動したことになる．
　アダカイト質花崗岩体東列の花崗岩類は，沈み込んだスラブの脱水分解溶融で形成されたメルトが固結した典型的

なアダカイトであると考えられ，多量のアダカイト質マグマが上昇して固結するアダカイトフロントを構成すると考え
られる (土谷ほか，2015)．石狩－北上磁気異常帯 (Finn, 1994)の分布がアダカイト質花崗岩体東列の分布と非常に良く一
致することから，アダカイトフロントは磁鉄鉱を含むアダカイト質花崗岩による地磁気正異常帯をなしていることが分
かる．アダカイトフロントのさらに海溝寄りには，前期白亜紀の火山砕屑岩を主体とする原地山層が分布する．原田ほ
か (2013)による小本層の砂岩の砕屑性ジルコン年代分布から推定された原地山層の年代は 132 Maであり，これは北上
山地の前期白亜紀火成活動のうちで最も古いものである．原地山層の火山岩類は，同じ地域に分布するカルクアルカリ
質花崗岩類と共にアダカイト質花崗岩体東列のものと一体となり，石狩－北上磁気異常帯 (Finn, 1994)の起源となってい
ると考えられる．以上のことから，原地山層の火山岩類は，石狩－北上磁気異常帯の規模 (南北 500～600 km)に相当す
る前弧域の大規模な火成活動帯と考えられる．
　前弧域での大規模な火成活動の存在や高 Mg安山岩類の存在は重要な特徴であり，沈み込み帯が異常に高温であっ

たことの証拠になると考えられる．またアダカイト質花崗岩類の成因に関しては，より古い東列のマグマは脱水分解溶
融で形成され，またより若い西列のマグマは含水溶融で形成されたものと考えられる（土谷ほか，2015）．すなわちアダ
カイト質花崗岩の活動は，高温の東列から低温の西列に移っていったことになる．以上のことから，北上山地の前期白
亜紀火成岩類のマグマ発生場は，異常に高温な状態で始まり，その後次第に冷却して 113 Ma頃に終了したと考えるこ
とができる．西列の花崗岩類の年代 (119～113 Ma)は，より背弧側の阿武隈帯の花崗岩類の年代 (118～100 Ma; Kon and
Takagi, 2012;高橋ほか，2014)の古いものとほぼ一致している．したがって，この時期の火成活動の主体は，より背弧側
の阿武隈帯に移っていたと考えられる．阿武隈帯の花崗岩類にはアダカイト質岩は非常に少ないことから，アダカイト
質岩およびその関連岩の活動は北上山地にほぼ限定され，またその活動は時代と共に弱まったことになる．
　以上の年代学的および岩石学的特徴を説明可能なテクトニクスとしては，海嶺沈み込みモデルおよびスラブのロー

ルバックあるいは断裂モデルの 2通りの解釈が可能である．どちらのモデルが正しいかを決めるためには，火成活動の
時空変遷をさらに高い精度で明らかにする必要があろう．

キーワード: アダカイト,ジルコン年代学,北上山地,岩石化学,白亜紀
Keywords: adakite, zircon geochronology, Kitakami, petrochemistry, Cretaceous

1/1


